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12
月
22
日
、
首
都
圏
建
設
ア
ス

ベ
ス
ト
訴
訟
・
東
京
2
陣
第
7
回

期
日
が
東
京
高
裁
で
開
か
れ
ま
し

た
。こ

の
日
の
法
廷
で
は
、
裁
判
官

が
交
代
し
た
こ
と
も
あ
り
、
あ
ら

た
め
て
意
見
陳
述
が
行
な
わ
れ
、

遺
族
原
告
の
舘
野
純
子
さ
ん
（
品

川
）
が
67
歳
で
亡
く
な
っ
た
夫
・

哲
夫
さ
ん
の
被
害
の
実
態
、
弁
護

団
は
屋
外
建
設
作
業
の
予
見
可
能

性
、
被
告
企
業
の
共
同
不
法
行
為

の
寄
与
度
な
ど
を
陳
述
し
ま
し

た
。
森
孝
博
弁
護
士
は
、
1
9
8

7
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
『
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
』
で
放
映
さ
れ
た
「
検
証
・
石

綿
汚
染
」
を
使
い
な
が
ら
、
当
時

か
ら
屋
外
作
業
時
の
石
綿
粉
じ
ん

曝
露
の
危
険
が
指
摘
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
陳
述
し
ま
し
た
。

ミ
ナ
マ
タ
の
仲
間

か
ら
エ
ー
ル

開
廷
に
先
立
ち
、
高
裁
前
で
集

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日

は
ノ
ー
モ
ア
ミ
ナ
マ
タ
東
京
2
次

訴
訟
が
東
京
地
裁
で
同
時
刻
に
あ

り
、
公
害
総
行
動
な
ど
で
共
闘
し

て
い
る
関
係
か
ら
、
共
同
集
会
と

し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
司
会
を

務
め
た
清
水
謙
一
全
国
連
絡
会
事

務
局
長
が
共
同
開
催
の
意
義
に
つ

い
て
説
明
し
た
後
、
松
本
久
人
統

一
本
部
副
本
部
長
が
あ
い
さ
つ
。

「
埼
玉
の
仲
間
が
ニ
チ
ア
ス
の
支

社
へ
の
包
囲
行
動
を
行
な
っ
た
。

今
後
は
、
東
京
で
も
本
社
は
も
ち

ろ
ん
、
支
社
、
背
景
資
本
で
あ
る

銀
行
に
も
抗
議
、
要
請
行
動
を
す

す
め
て
、
建
材
企
業
を
謝
罪
、
補

償
基
金
制
度
へ
の
参
加
に
追
い
込

ん
で
い
く
。
最
後
ま
で
が
ん
ば
ろ

う
」
な
ど
と
訴
え
ま
し
た
。

ミ
ナ
マ
タ
支
援
連
の
大
島
文
雄

代
表
委
員
は
、
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト

の
た
た
か
い
が
国
に
続
い
て
建
材

企
業
に
も
勝
利
し
て
「
画
竜
点
晴

（
が
り
ょ
う
て
ん
せ
い
）
」
と
な

る
こ
と
を
期
待
す
る
と
、
エ
ー
ル

を
送
り
ま
し
た
。

【
板
橋
・
書
記
・
森
千
恵
子
記
】

12
月
15
日
板
橋
区
と
の
防
災
協
定

締
結
式
が
行
な
わ
れ
、
板
橋
区
防

災
危
機
管
理
課
か
ら
三
浦
部
長
・

関
根
課
長
・
野
口
計
画
推
進
係
長
、

板
橋
支
部
か
ら
山
本
委
員
長
・
野

崎
産
業
対
策
責
任
者
・
石
川
救
助

隊
隊
長
と
書
記
局
が
参
加
し
ま
し

た
。は

じ
め
に
三
浦
部
長
か
ら
「
区

民
の
安
心
・
安
全
の
取
り
組
み
を

進
め
る
に
あ
た
り
今
回
の
条
例
締

結
は
大
変
心
強
い
。
地
域
住
民
の

命
を
守
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
連
携
を
強
め
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
山
本
委
員
長
か
ら
「
協

定
締
結
に
向
け
た
ご
尽
力
に
感
謝

し
ま
す
。
私
た
ち
は
建
設
労
働
者

の
組
合
で
、現
場
で
働
く
仲
間
は
、

建
物
の
構
造
を
よ
く
理
解
し
て
い

ま
す
。
2
0
1
7
年
か
ら
災
害
救

助
隊
を
結
成
し
、
定
期
的
に
訓
練

も
重
ね
て
き
ま
し
た
。
今
回
協
定

を
結
ん
だ
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
は

行
政
の
み
な
さ
ん
と
協
力
し
て
が

ん
ば
っ
て
い
き
た
い
」
と
決
意
を

語
り
ま
し
た
。

災
害
救
助
隊
石
川
政
利
隊
長

は
、
「
協
定
が
結
べ
て
と
り
あ
え

ず
ホ
ッ
と
し
た
。そ
れ
と
同
時
に
、

い
ざ
と
い
う
と
き
の
責
任
感
を
こ

れ
ま
で
以
上
に
感
じ
る
。
板
橋
区

と
の
防
災
協
定
締
結
で
一
人
ひ
と

り
の
隊
員

の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン

も
上
が
る

と
思
う

が
、
緊
張

感
を
も
っ

て
取
り
組

ん
で
ほ
し

い
。
今
後

は
、
分
会

の
中
の
連

絡
体
制
や

支
部
と
の

連
絡
体
制

な
ど
簡
潔

で
ス
ム
ー

ズ
に
行
な

う
方
法
も

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と

語
り
ま
し
た
。

12
月
23
日
、
2
0
2
2
年
度
6

回
目
と
な
る
麻
布
台
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
現
場
で
の
宣
伝
を
、
東
京
土
建

を
中
心
に
28
人
で
行
な
い
ま
し

た
。
な
お
、
行
動
に
東
京
土
建
の

新
入
書
記
も
研
修
の
一
環
と
し
て

参
加
し
ま
し
た
。

師
走
の
冷
た
い
北
風
が
吹
く
中

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
日
は

「
現
場
で
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た

ら
組
合
に
相
談
を
」
な
ど
と
書
か

れ
た
宣
伝
チ
ラ
シ
等
と
と
も
ミ
ニ

カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
を
袋
詰
め
し
て

配
り
、
現
場
従
事
者
を
激
励
し
ま

し
た
。

宣
伝
物
を
配
布
し
な
が
ら
、
従

事
者
か
ら
聞
き
取
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、「
働
き
や
す
い
現
場
だ
」

「
コ
ロ
ナ
対
策
は
し
っ
か
り
し
て

い
る
」
と
現
場
環
境
は
良
い
と
い

う
評
価
が
あ
る
一
方
、
11
月
の
宣

伝
の
際
に
も
指
摘
が
あ
っ
た
「
休

憩
所
と
喫
煙
所
が
少
な
い
」
と
い

う
声
が
依
然
と
し
て
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
「
2
0
1
8
年
夏
の

丸
の
内
3
―
2
現
場
で
は
助
け
て

も
ら
っ
た
」
と
感
謝
す
る
声
も
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
も
引
き
続
き
、
当
現
場
で

の
宣
伝
を
継
続
し
て
行
な
っ
て
い

き
ま
す
。

建
設
国
保
は
私
た
ち
の
「
命
の

綱
」
で
す
。
東
京
土
建
で
は
毎

年
、
都
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
に
、

「
建
設
国
民
健
康
保
険
組
合
へ
の

東
京
都
補
助
金
に
関
す
る
賛
同
署

名
」
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
署

名
を
い
た
だ
い
た
の
は
以
下
に
記

載
し
た
皆
さ
ん
（
既
報
の
議
員
は

除
く
、
12
月
21
日
現
在
）
で
す
。

＊
敬
称
略

＊
都
＝
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
、
自
＝

自
民
、
公
＝
公
明
、
共
＝
共
産
、

立
＝
立
憲
民
主
、
ミ
＝
ミ
ラ
イ
会

議
、
無
＝
無
所
属

【
葛
飾
区
】
北
口
つ
よ
し
（
公
）
、

平
田
み
つ
よ
し
（
自
）

【
文
京
区
】
福
手
ゆ
う
子
（
共
）

【
台
東
区
】
保
坂
ま
さ
ひ
ろ（
都
）

【
江
東
区
】
細
田
い
さ
む
（
公
）
、

山
崎
一
輝
（
自
）
、
あ
ぜ
上
三
和

子
（
共
）
、
白
戸
太
朗
（
都
）

【
江
戸
川
区
】
竹
平
ち
は
る（
公
）、

田
の
上
い
く
こ
（
ミ
）
、
上
田
令

子
（
無
）
、
宇
田
川
聡
史
（
自
）

【
板
橋
区
】
か
ま
た
悦
子
（
公
）
、

宮
瀬
英
治
（
立
）
、
と
く
と
め
道

信
（
共
）

【
豊
島
区
】
本
橋
ひ
ろ
た
か（
都
）、

米
倉
春
奈（
共
）、
長
橋
桂
一（
公
）

【
北
区
】
曽
根
は
じ
め
（
共
）
、
大

松
あ
き
ら
（
公
）

【
練
馬
区
】
小
林
健
二
（
公
）
、
藤

井
と
も
の
り
（
立
）
、
と
や
英
津

子
（
共
）
、
お
じ
ま
紘
平
（
都
）
、

村
松
一
希
（
都
）
、
柴
崎
幹
男

（
自
）
、
山
加
朱
美
（
自
）

【
中
央
区
】
石
島
秀
起
（
自
）

【
島
し
ょ
部
】
三
宅
正
彦
（
自
）

【
品
川
区
】
阿
部
祐
美
子
（
立
）

【
大
田
区
】
藤
田
り
ょ
う
こ（
共
）、

松
田
り
ゅ
う
す
け
（
無
）、斉
藤
り

え（
立
）、
鈴
木
あ
き
ま
さ（
自
）、

か
つ
ま
た
さ
と
し
（
公
）
、
も
り

愛
（
都
）
玉
川
ひ
で
と
し
（
公
）

【
目
黒
区
】
伊
藤
ゆ
う
（
都
）
、
西

崎
つ
ば
さ
（
立
）

【
渋
谷
区
】
中
田
た
か
し
（
立
）
、

龍
円
あ
い
り
（
都
）

【
世
田
谷
区
】
福
島
り
え
こ（
都
）、

里
吉
ゆ
み
（
共
）
、
た
か
く
則
男

（
公
）
、
小
松
大
祐
（
自
）
、
三

宅
し
げ
き（
自
）、
山
口
拓（
立
）、

風
間
ゆ
た
か
（
立
）
、
土
屋
み
わ

（
自
）

【
中
野
区
】
西
沢
け
い
た
（
立
）
、

高
倉
良
生
（
公
）

【
三
鷹
市
】
中
村
ひ
ろ
し
（
立
）
、

山
田
ひ
ろ
し
（
都
）

【
武
蔵
野
市
】
五
十
嵐
え
り（
立
）

【
北
多
摩
第
3
】
中
嶋
義
雄（
公
）

【
昭
島
市
】
内
山
真
吾
（
都
）

【
西
多
摩
】
清
水
や
す
こ
（
都
）

【
小
金
井
市
】
漢
人
あ
き
こ（
無
）

【
北
多
摩
第
2
】
岩
永
や
す
代

（
無
）

【
府
中
市
】
小
山
く
に
ひ
こ（
都
）、

鈴
木
錦
治
（
自
）

【
八
王
子
市
】
ア
オ
ヤ
ギ
有
希
子

（
共
）、
伊
藤
し
ょ
う
こ
う（
自
）、

須
山
た
か
し
（
立
）

【
日
野
市
】
清
水
と
し
子
（
共
）

【
南
多
摩
】
石
川
良
一
（
都
）

【
町
田
市
】
星
大
輔
（
自
）

【
小
平
市
】
竹
井
よ
う
こ
（
立
）
、

磯
山
亮
（
自
）

【
北
多
摩
第
4
】
原
の
り
子（
共
）、

渋
谷
の
ぶ
ゆ
き
（
自
）

【
西
東
京
市
】
浜
中
の
り
か
た

（
自
）
、
桐
山
ひ
と
み
（
ミ
）

12
月
19
日
、
国
会
議
員
会
館
前

で
月
例
の
総
が
か
り
行
動
が
行
な

わ
れ
、
1
1
0
0
人
（
東
京
土
建

は
50
人
）
が
集
結
し
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
、
憲
法
共

同
セ
ン
タ
ー
の
小
畑
雅
子
さ
ん

（
全
労
連
議
長
）
が
あ
い
さ
つ
。

ツ
イ
ッ
タ
ー
デ
モ
に
寄
せ
ら
れ

た
、
軍
拡
で
は
な
く
子
ど
も
た
ち

が
お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
笑
顔
で

生
活
で
き
る
よ
う
に
税
金
を
使
っ

て
と
い
う
母
親
の
声
を
紹
介
し

「
給
食
無
償
化
は
4
4
0
0
億
円

で
で
き
る
。
し
か
し
岸
田
政
権
は

そ
れ
に
は
背
を
向
け
て
、
軍
事
費

を
2
倍
化
し
、
5
年
で
43
兆
円
に

し
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
怒
り
を

込
め
て
訴
え
ま
し
た
。

国
会
か
ら
は
近
藤
昭
一
（
立

民
）、福
島
瑞
穂
（
社
民
）、山
添
拓

（
共
産
）
議
員
が
連
帯
の
ス
ピ
ー

チ
を
行
な
い
ま
し
た
。
ま
た
、
市

民
か
ら
は
4
人
が
発
言
。
「
お
か

や
ま
い
っ
ぽ
ん
の
会
」
の
片
岡
達

彦
さ
ん
は
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
保

有
、
ち
ば
け
ん
な
（
ふ
ざ
け
ん

な
）
」
な
ど
と
岡
山
の
方
言
を
交

え
な
が
ら
、
地
域
で
の
継
続
的
な

活
動
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

屋
外
作
業
者
の
曝
露
の
実
態

アスベスト

Ｃ街区前でアンケートを
とる寺山さん（右端）

前列右から石川隊長、山本委員長、三浦部長、関根
課長、後列右から野崎産対責任者、野口係長

８７
年
番
組
を
使
い
陳
述

８７
年
番
組
を
使
い
陳
述

区
と
防
災
協
定
締
結

板橋

「
住
民
守
る
た
め
連
携
強
化
」

軍
拡
よ
り
生
活
に

「
ち
ば
け
ん
な
敵
基
地
攻
撃
」

６
度
目
の
麻
布
台
現
場
宣
伝

「
丸
の
内
で
助
か
っ
た
」

統一本部を代表して訴える松本副本部長

議員の賛同署名次々と

上田都議（右）から署名を受け取る高梨俊一
江戸川支部副委員長

建設国保への東京都補助金

求

人

求

職


